
朱
子
の
静
物
は
心
理
上
の
智
詭
(
イ
ン
テ
ル
レ
ク
ッ
ア
リ
ス
.
ム
ス
)
に
し

て
、
王
陽
明
の
格
物
は
音
読
(
ヲ
ル
ン
ク
リ
ス
ム
ス
)
な
る
が
如
き
は
、

尤
も
翫
味
す
る
に
堪
へ
た
り
。
此
事
既
に
人
の
道
故
を
経
た
る
や
否
や
」

と
い
っ
て
い
る
。

(
注
四
)
　
新
版
全
集
書
簡
篇
一
七
九
森
峰
子
宛
(
十
日
の
御
書
状
拝
見
仕

供
。
庭
の
模
様
が
へ
、
北
村
の
お
く
り
し
朝
顔
の
事
な
ど
承
供
。
お
き
み

さ
ん
よ
り
同
日
の
書
状
ま
ゐ
り
候
。
家
事
(
姑
に
仕
へ
子
を
育
つ
る
な

ど
)
の
た
め
何
事
(
文
芸
な
ど
)
も
出
来
ぬ
よ
し
か
こ
ち
采
供
。
私
な
ど

も
同
じ
様
な
る
考
に
て
居
り
し
時
も
あ
り
L
が
、
こ
れ
は
少
し
間
違
か
と

‖
存
じ
候
。
お
き
み
さ
ん
の
書
状
を
見
る
ご
と
に
、
何
と
か
し
て
道
を
学
ぶ

と
い
ふ
こ
と
を
始
め
ら
れ
た
し
と
存
候
。
云
々
)
を
さ
す
。
な
お
一
四
巳

付
こ
の
書
簡
は
月
未
詳
で
あ
る
が
小
倉
発
と
し
て
九
月
の
と
こ
ろ
に
入
れ

て
あ
る
。
し
か
し
九
月
一
四
日
は
旅
行
中
で
あ
り
、
同
日
付
書
簡
が
久
留

米
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
小
金
井
菩
美
子
は
三
三
年
秋
か
と
推
定
し
て

い
る
が
、
書
簡
集
一
八
〇
か
ら
す
る
と
、
や
は
ヱ
二
四
年
で
あ
ろ
う
。
後

考
を
ま
つ
。

(
注
五
)
　
あ
く
ま
で
一
つ
の
示
唆
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
鴎
外
に
宗
教
的
傾

斜
の
み
を
説
く
こ
と
の
危
険
は
「
洋
学
の
盛
衰
を
論
ず
」
を
見
て
も
明
か

で
あ
る
。

-
　
相
模
女
子
大
学
教
授
1
-
-
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小

林
　
　
芳
　
　
規

神
田
本
白
氏
文
集
の
訓
の
類
別

一
白
氏
文
集
の
諸
訓
の
存
在

平
安
時
代
の
文
学
作
品
が
自
氏
文
集
か
ら
多
く
の
影
響
を
蒙
っ
て
い
る
こ
と

は
広
く
人
の
知
る
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
中
に
文
集
の
訓
読
語
を
そ
の
ま
ま
引

用
し
て
い
る
事
実
は
最
近
解
明
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
源
氏
物
語
で

は
築
島
裕
氏
が
指
摘
さ
れ
た
ご
と
く
崩
鑑
敗
報
喘
賢
警
、

「
胡
の
地
の
せ
い
じ
を
ば
む
な
し
く
す
て
く
つ
」
と
講
じ
た
る
を
、
兵

部
の
君
竜
ゝ
て
(
玉
ぷ
)

は
、
平
安
時
代
の
訓
読
を
伝
え
て
い
る
神
田
喜
一
郎
博
士
蔵
本
自
民
文
集
巻
三

で
は
、

掠
-
源
の
卿
井
は
〔
(
右
訓
)
ヲ
モ
〕
　
〔
(
左
引
)
ハ
〕
見
(
る
)
　
こ
せ
得
不

ナ
ヌ
。
胡
の
地
の
妻
児
を
は
〔
(
右
封
)
モ
〕
〔
(
左
引
)
ハ
〕
　
庄
(
し
)
ク

tosho-seibi-repo
長方形



ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

弄
テ
〔
(
左
訓
)
ナ
ケ
〕
絹
テ
ツ
(
縛
戎
人
)

と
あ
り
、
ま
た
、

に
は
か
に
立
ち
い
づ
る
村
雲
の
け
し
き
、
い
と
あ
や
に
く
に
て
、
い
と
お

ど
ろ
!
＼
し
う
降
り
く
る
雨
に
添
ひ
て
、
さ
と
吹
く
風
に
、
燈
筏
も
吹
き

ま
ど
は
し
て
、
空
暗
さ
心
地
す
る
に
、
「
窓
を
う
つ
こ
ゑ
」
な
ど
め
づ
ら

し
か
ら
ぬ
古
と
と
を
、
う
ち
詭
し
給
へ
る
も
(
コ
)

の
引
用
の
部
分
は
、
神
田
本
白
氏
文
集
で
は
、

コ
エ

否
々
た
る
晴
(
き
)
両
の
窓
を
打
(
つ
)
芦
〔
(
左
訓
)
ヲ
ト
〕(

上
陽
白
髪
人
)

と
あ
っ
て
、
源
氏
物
語
引
用
の
文
集
の
訓
読
文
が
神
田
本
の
一
訓
と
全
く
一
致

す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
一
致
し
な
い
訓
が
神
田
本
で
は
他
に
少
く

と
も
二
訓
を
存
す
る
。
も
し
こ
の
不
一
致
の
訓
が
、
各
く
異
な
っ
た
系
統
の
訓

法
を
担
っ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
療
氏
物
語
で
は
文
集
の
訓
の
中
の
或
る
種

の
系
統
の
訓
を
用
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
仮
定
は
現
存
資
料
に
よ
っ
て
実
証

さ
れ
る
。
し
か
ら
ば
源
氏
物
語
に
採
用
さ
れ
た
訓
は
ど
の
よ
う
な
系
統
の
訓
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

神
田
喜
一
郎
博
士
蔵
自
民
文
集
巻
三
・
巻
四
は
新
楽
府
に
訓
点
を
持
つ
資
料

中
現
存
最
古
に
し
て
、
か
つ
最
も
多
く
の
異
訓
を
持
つ
も
の
の
一
で
あ
る
。
こ

の
神
眉
本
文
集
の
奥
書
・
識
語
は
、
巻
三
に
は
、

嘉
承
二
年
五
月
五
日
「
以
」
(
消
)
未
時
書
写
畢
」
(
以
上
二
行
)

子
時
看
辰
子
之
射
聞
郭
公
之
声
」
(
以
ト
〓
行
消
)
藤
原
知
明
」
(
別
)
「
改
茂
明
」

天
永
四
年
三
月
廿
八
日
哺
時
雨
中
点
了
　
藤
原
茂
明
」

上
あ
る
。
即
ち
、
遍
原
式
家
の
茂
明
が
嘉
承
二
年
(
一
一
〇
七
)
に
本
文
を
暑

1

写
し
、
六
年
後
の
天
永
四
年
(
一
二
三
)
に
点
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
訓
に

つ
い
て
は
橋
本
進
言
博
士
が
「
訓
に
諸
説
あ
る
も
の
は
、
並
べ
挙
げ
て
そ
の
採

る
べ
き
も
の
に
合
点
を
加
へ
た
り
」
　
(
複
製
本
解
説
)
と
指
摘
さ
れ
た
ご
と

く
、
一
漢
字
に
対
し
て
、
多
く
三
訓
を
、
又
は
二
訓
以
下
を
、
並
べ
挙
げ
て
、

訓
法
の
諸
異
説
を
示
し
、
そ
の
上
で
採
る
べ
き
訓
を
合
点
に
よ
っ
て
明
示
し
て

あ
る
。
そ
の
諸
異
観
が
何
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
は
、
神
田
本
で
は
注
記
が

(
注
l
)

な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。

所
が
、
書
陵
部
蔵
侍
従
時
賢
書
写
の
白
氏
文
集
巻
三
の
訓
と
比
校
す
る
と
、

白
氏
文
集
の
訓
の
性
格
・
素
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
時
資
本
に
お
け
る
菅
原
・
藤
原
・
大
江
家
訓
の
色
分
け

時
資
本
の
奥
書
・
識
語
は
、

本
云
」
以
此
本
侍
　
御
読
」
黄
門
郎
賀
宴
戸
部
尚
書
光
範
」
李
部
大
卿
在
高

等
同
車
授
之
」
但
些
二
人
不
常
参
予
殊
押
天
顔
頗
更
聞
耳
」
翰
林
学
土
管

在
判
為
長
」

元
亨
四
年
十
月
一
日
以
菅
家
証
本
書
写
詑
」
侍
従
時
賢
」

(
別
墨
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
以
上
-
撃
)

正
中
二
季
三
月
十
二
日
拭
老
眼
移
秘
点
畢
」
従
二
位
済
氏
」
　
「
校
了
」
以

式
部
大
輔
正
家
朝
臣
侍
読
本
見
合
了
」
彼
点
以
朱
等
之
」
　
(
朱
)
　
「
校
了
」

本
奥
書
云
」
長
久
二
年
四
月
十
三
日
未
時
点
了
」
覆
勘
了
」
判
正
家
」

以
此
書
侍
読
判
正
家
」
読
了
　
俊
信
」
授
孫
原
業
了
判
正
家
」
　
(
以
下
略
、

吉
沢
義
則
「
王
朝
時
代
に
於
け
る
博
士
家
使
用
ヲ
コ
ト
点
譜
」
参
照
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
時
賢
が
l
空
了
四
年
(
一
三
二
四
)
十
月
龍
、
菅
原
家
の
証
本

-　45-



で
菅
原
討
良
(
保
元
二
年
-
軍
方
四
年
)
の
侍
託
に
用
い
た
本
に
よ
っ
て
本
丸

を
書
写
し
、
次
い
で
翌
年
正
中
二
年
三
月
に
父
親
の
済
氏
が
、
そ
の
秘
点
を
移

点
し
校
了
し
た
。
ま
た
済
氏
は
、
一
方
藤
原
正
家
の
点
本
で
藤
原
家
(
日
野
流
)

が
代
々
侍
読
に
用
い
た
本
を
見
合
せ
て
、
こ
れ
を
朱
で
書
入
し
て
い
る
。
こ

の
本
の
訓
点
の
実
情
を
見
る
と
、
ま
ず
墨
の
訓
が
全
巻
に
主
に
漢
字
の
右
傍
に

加
え
ら
れ
て
あ
り
、
別
に
朱
の
訓
が
左
傍
又
は
墨
訓
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
加

点
さ
れ
て
あ
る
。
右
の
識
語
か
ら
測
る
に
、
朱
訓
は
藤
原
家
の
訓
(
日
野
流
の

訓
、
以
下
「
藤
原
訓
」
　
と
略
称
)
、
墨
は
菅
原
家
の
訓
を
伝
え
た
も
の
と
見
ら

れ
る
。
所
が
朱
の
外
に
、
朱
訓
と
同
程
度
に
黄
褐
色
の
訓
も
存
す
る
。
こ
れ
は

次
の
二
点
か
ら
大
江
家
の
訓
を
移
点
者
済
氏
が
色
分
け
て
示
し
た
と
推
定
さ
れ

る
。
第
一
は
、
そ
の
黄
褐
色
(
以
下
黄
筆
・
黄
と
略
称
)
で
書
入
れ
た
文
字
や

訓
に
同
色
で
「
江
」
と
付
記
し
た
例
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。

首
-
余
-
人
(
左
傍
真
筆
「
飴
江
」
)
　
由
楽
工
′
々
々
　
(
上
欄
真
筆
「
楽
工
重
鮎

無
之
江
」
)
　
　
大
足
(
右
傍
黄
筆
「
大
江
」
)
　
　
旗
-
鎗
(
上
欄
黄
筆
「
鎗
作

槍
江
」
)
　
仇
(
左
傍
黄
蟄
「
猶
江
」
)

警
右
傍
朱
筆
「
マ
三
・
左
傍
墓
「
タ
、
」
。
上
欄
墓
「
舐
作
只
誓
、
」
)

ス

ル

ワ

ラ

ハ

レ

モ

ソ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

ケ

応
　
笑
　
(
右
傍
真
筆
「
ヘ
リ
・
ワ
ヲ
ハ
レ
ヌ
江
」
、
左
傍
「
ハ
レ
」
の
下
貴
蟄
「
江
」
)
侍

ナ
㌻
酎
筆
「
停
ッ
ヶ
昆
」
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
テ
(
朱
)

の
ご
と
く
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
江
」
の
ご
と
き
注
記
が
な
く
て
も
、
黄
筆
訓

が
大
江
家
の
訓
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
猿
投
神
社
蔵
の
貞
治
二
年
澄
豪
加
点

本
に
「
江
」
と
注
記
す
る
も
の
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。

…
(
墾
フ
打
一
語
榊
盛
一
「
何
ン
ソ
所
定
ス
〝
」

何
所
　
任

タ
フ
ル
江

ス
ル
　
ワ
ラ
バ
レ
モ
ソ

止
駕
レ
「
江
」
(
黄
)

マ
テ
ハ
レ
ナ
ン
虹

(
旗
投
本
塁
訓
「
応
笑
」
)

の

7

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

の

丁

卜

刀
　
痕
(
猿
投
本
塁
訓
「
刀
　
痕
　
　
」

キ
ス
ユ
ニ
江

キ
ス
所
　
江

大
江
家
に
も
自
氏
文
集
の
訓
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

近
日
琴
】
姶
命
】
郡
一
文
集
七
十
巻
「
夫
江
家
之
為
二
江
家
一
白
菜
天
之

恩
也
(
以
下
千
古
・
維
時
・
匡
衛
等
侍
証
の
記
あ
り
)
(
江
吏
部
集
.
中
)

応
徳
三
年
(
一
〇
八
六
)
十
月
廿
七
日
条
、
巳
刻
召
左
大
井
匡
房
、
仰
文

集
江
家
本
書
点
、
家
中
移
点
被
示
也
、
承
了
　
(
後
二
条
師
通
記
「
大
日
本
古
記
録
」
)

の
記
事
で
判
る
か
ら
、
右
の
「
江
」
は
大
江
家
の
訓
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ

る
。時

資
本
に
は
墨
・
朱
・
真
の
外
に
茶
色
の
書
入
れ
や
訓
が
散
在
す
る
。
こ
れ

は
数
も
少
な
い
が
、
一
箇
所
そ
の
間
茶
色
筆
で
「
菅
」
と
注
記
も
て
、

能
感
セ
シ
ム
人
を
　
(
上
欄
茶
筆
「
随
作
聾
菅
」
、
　
「
菅
」
の
左
に
黄
筆
「
江
」
あ
り
)

と
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、

ナ

ツ

ケ

カ

7

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

レ

チ

独
坐
レ
・
ま
(
左
傍
茶
箪
「
井
」
)
　
馴
　
凄
(
左
傍
茶
筆
「
ナ
ヲ
〕
こ
)
　
閉

,
ル
(
茶
)

に

イ

ク

ソ

ハ

ク

の

　

ソ

上
陽
　
多
少
　
春
　
　
　
(
「
暮
し
の
左
傍
に
朱
「
マ
l
三
ソ
」
あ
り
)

ソ
コ
ハ
ク
　
　
.
一
カ
(
茶
)

の
ご
と
く
墨
の
訓
と
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
菅
原
家
別
訓
で
藤
原
正
家
侍
読

本
所
載
の
も
の
を
示
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
黄
色
訓
も
ま
た
、
恐
ら
く
見

合
に
使
っ
た
正
家
侍
読
本
に
あ
っ
た
江
家
訓
を
移
点
者
済
氏
が
色
分
け
し
て
示

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
時
資
本
の
色
分
け
訓
は
次
の
ご
と
く
な
る
。
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墨
訓
…
…
菅
原
家
訓
…
・
‥
菅
原
為
長
本
所
載

失
調
…
…
藤
原
家
訓

黄
甲
…
‥
大
江
家
訓

茶
甲
…
‥
菅
原
家
別
調

藤
原
正
家
本
所
栽

せ
,
レ
(
費
)

タ
レ
　
　
　
　
　
ユ
ハ
　
レ
て
(
墨
)
　
カ
ラ
レ
て

㈱
　
耳
穿
　
　
面
l
縛
　
　
　
駆
　
入
秦

ゥ
ヶ
(
糞
)
　
シ
リ
人
テ
一
l
シ
ハ
ラ
レ
(
朱
)
ヵ
り
テ
(
失
)

右
の
山
の
ご
と
く
神
田
本
が
「
マ
コ
ト
(
に
)
」
　
「
マ
ナ
ニ
」
「
タ
ク
」
と
併
記

三
　
時
賢
本
の
訓
と
神
田
本
所
載
諸
訓
と
の
比
較

そ
こ
で
、
時
資
本
に
墨
・
朱
・
黄
の
三
種
の
訓
が
併
記
さ
れ
た
例
に
基
づ
い

て
、
神
田
本
に
併
記
さ
れ
た
諸
訓
を
調
べ
る
と
、
両
者
が
よ
く
一
致
す
る
。
し

か
も
神
田
本
が
墨
だ
け
で
併
記
し
た
諸
訓
を
、
時
資
本
で
は
色
分
け
で
類
別
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

A
　
神
田
本
も
三
訓
併
記
の
例
(
「
*
」
印
は
神
田
本
で
合
点
を
付
し
た
訓
)

〔
神
田
本
〕
　
(
声
点
略
、
以
下
同
)

T
い
た

の
　
茫
"
㌫
在
り
人
の
情
の
反
l
霞
の
間
に
(
大
行
格
)

只
*

　

タ

ヽ

し
た
訓
を
、
時
資
本
が
「
マ
コ
ト
(
に
)
(
朱
)
」
　
「
マ

、
(
黄
)
」
で
類
別
し
て
い
る
。
∽
畑
も
同
様
で
あ
る
。

B
　
神
田
本
二
訓
併
記
の
例

〔
神
田
本
〕

*
ナ
ル
　
　
　
　
　
　
と

囲
　
為
　
天
仙

ナ
ル
ー

*
ア
ヤ
ツ
ル
　
　
　
　
　
と

㈲
　
操
　
雅
音

サ
ウ
ス

コ
ウ

の

・

*

7

タ

㈲
　
胡
　
冠
　
(
「
完
」
に
去
声
点
)

一
l
▼
.
フ

*

ナ

ラ

　

カ

ク

の
　
正
l
正
l
殆
之
音
不
知
　
是

(
さ
)
　
に
　
(
墨
)
」
　
「
タ

(
海
津
々
)

(
立
郎
伎
)

(
革
原
質
)

(
五
絃
弾
)

フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
　
　
セ
　
・
の

切
　
皆
云
前
-
後
征
蛮
　
者

シ
ク
　
サ
　
　
　
ノ

'
ヽ
ヽ
は
　
サ
ケ

脚
　
耳
　
穿

〔
時
賢
本
〕

†
。
-
(
朱
)

Ⅷ-票当)

*

セ

ラ

は
　
シ
リ
へ
テ
一
一
シ
ハ
ラ
レ
テ
　
カ
テ
　
　
　
ル

面
。
轡
レ
　
　
瑠
　
入

力
ラ
レ

(
折
官
命
)

に

秦
　
(
「
縛
」
は
「
破
」
を
訂
正
)

(
縛
戎
人
)

〔
時
賢
本
〕

ヌ
ト
(
朱
)

ル
ト
(
塁
)

㈲
　
為
　
　
天
l
仙

プ
ル
(
黄
)

リ

　

の

　

の

雇
二
人
　
情
　
反
l
覆

(
上
欄
真
筆
「
前
作
只
江
」
)

t

 

h

丁
ヤ
ツ
ル
(
塁
)
　
ト
ル
(
朱
)
　
　
　
　
を

㈲
懸
(
黄
)
　
雅
l
音
一

の
　
丁
タ
(
墨
)

㈲
　
胡
　
冠
　
　
(
「
完
」
に
朱
の
去
声
点
)

ィ
ク
サ
(
黄
)

竺
竃

ィ
ハ
ク
(
失
)

ス
ル
　
　
を
　
　
　
　
　
の

前
-
後
　
征
　
蛮
　
　
者

一
l
(
失
)
ユ
タ
　
ハ
ン
一
l
(
朱
)

の

の
　
正
l
殆
　
之
音

ナ
ラ
(
朱
)

ク
一
l
T
ラ
(
塁
)
　
カ
(
く
)

不
知
　
　
　
是

シ
カ
(
貴
)
　
。
レ
一
〓
(
是
)

(
「
是
」
の
左
傍
に
失
「
コ
レ
」
)
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右
は
神
田
本
が
墨
筆
で
二
訓
併
記
の
例
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
は
時
賢
本
で
は

墨
・
朱
・
真
筆
で
三
訓
を
併
記
し
て
お
り
、
神
田
本
の
二
訓
は
そ
の
い
ず
れ
か

に
一
致
す
る
。
神
田
本
に
は
、
細
で
は
「
ナ
ル
」
(
黄
)
と
「
(
な
)
ル
ト
」

(
墨
)
と
を
採
っ
て
、
朱
訓
「
(
な
り
)
ヌ
ト
」
は
示
さ
ず
、
合
点
は
黄
訓
「
デ

ル
」
に
あ
る
。
脚
は
「
ア
ヤ
ツ
ル
」
(
墨
)
と
「
サ
ウ
ス
」
(
黄
)
を
採
っ
て
、

朱
訓
「
ト
ル
」
を
示
さ
ず
、
合
点
は
墨
訓
「
ア
ヤ
ツ
ル
」
に
あ
る
。
脚
は
「
ア

タ
」
(
墨
)
と
「
コ
ク
」
(
朱
)
を
採
っ
て
、
合
点
は
墨
訓
「
ア
タ
」
に
あ
る
。
の

は
「
如
(
く
)
ナ
ヲ
」
(
朱
)
と
「
如
(
く
)
エ
ア
ラ
」
(
墨
)
を
採
っ
て
、
合

点
は
朱
訓
「
ナ
ラ
」
に
あ
る
。

C
　
神
田
本
一
訓
の
み
の
例

〔
神
田
本
〕

タ
テ
」
の
う
ち
、
神
田
本
は
朱
訓
に
当
る
「
妬
マ
レ
テ
」
の
み
を
示
し
、
籾
は

朱
訓
「
オ
ツ
」
、
墨
訓
「
垂
ル
」
、
黄
訓
「
垂
レ
リ
」
の
う
ち
、
神
田
本
は
墨
訓

に
当
る
「
垂
ル
」
の
み
を
示
し
、
叫
は
朱
訓
「
ネ
カ
バ
ク
ハ
」
、
遥
訓
「
請
ヒ

問
へ
」
、
黄
訓
「
コ
フ
ト
へ
」
の
う
ち
、
神
田
本
は
黄
訓
に
当
る
「
コ
フ
ト
へ
」

の
み
を
採
っ
て
、
他
の
二
訓
は
示
さ
な
い
例
で
あ
る
。

右
は
時
資
本
の
三
訓
併
記
に
、
神
田
本
の
訓
が
全
く
一
致
す
る
か
含
ま
れ
る

例
で
あ
る
が
、
逆
に
時
資
本
に
は
三
種
の
訓
を
並
べ
ず
、
二
色
の
訓
ま
た
は
一
.

色
の
訓
し
か
示
さ
な
い
例
も
あ
る
。
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㈲
　
拓

マ
レ
て
　
　
　
シ

.
令
エ

ヒ
ソ
(
か
)
l
h

潜
　
配
二
　
上
-
陽
宮
一

に

㈹
　
潜
涙
垂

n
ウ
　
　
　
　
　
へ

㈹
　
請
-
間

〔
時
賢
本
〕

マ
レ
テ
(
朱
)

ラ
ク
は
(
塁
)
　
シ
(
朱
)

㈲

　

妬

　

　

合

ネ
タ
テ
(
糞
)
シ
メ
シ
ョ
ー
ー

ヒ

に

　

セ

潜
配
　
上
l
陽
】
宮

(朱)

(
上
陽
白
髪
人
)

(
縛
戎
人
)

(
折
常
翁
)

〔
神
田
本
〕

㈹
君
*
堅
カ
ラ
　
蘭
l
輿

ヵ
ィ
テ
又
デ
モ

㈹
豊
群
人
圭
凱
誓
H
天
l
災
を

7

ラ

　

十

〔
時
賢
本
〕

カ
キ
ナ
カ
ラ
(
墨
)
　
　
　
　
を

叫
　
君
開
二
　
　
薗
l
鰐

カ
イ
テ
(
貴
)

モ
て
　
ノ
(
朱
)
女
手
,
ハ
ム
+
(
墨
)
　
ノ
(
失
)
　
サ
イ
と

咽
.
豊
将
人
【
カ
　
率
】
　
　
　
天
-
災
】

ヒ
に
　
　
　
ル
(
墨
)

㈹
　
潜
涙
垂ォ

ッ
(
黄
)

レ
リ
(
失
)

へ
(
墨
)

㈹
　
請
-
間

。
フ
　
ト
へ
(
糞
)

ネ
カ
ハ
ク
ハ
　
(
朱
)

脚
は
時
資
本
の
朱
訓
「
妬
マ
レ
テ
」
、
墨
訓
.
「
妬
(
む
)
ラ
グ
は
」
、
貴
訓
「
ネ

的
は
時
賢
本
が
墨
訓
「
カ
キ
ナ
カ
ラ
」
と
黄
訓
「
カ
イ
テ
」
の
二
訓
を
示
す

の
に
、
神
田
本
は
こ
の
二
訓
の
外
に
「
(
か
い
)
テ
モ
」
　
の
訓
が
あ
る
。
牌
は

時
資
本
が
墨
訓
「
ギ
ヲ
ハ
ム
ヤ
」
の
訓
の
み
示
す
が
、
神
田
本
で
は
外
に
「
方

ホ
ハ
ム
ヤ
」
「
ア
ラ
(
む
)
ヤ
」
の
二
訓
が
あ
る
。

次
に
、
時
資
本
に
よ
れ
ば
、
一
色
で
二
つ
の
異
訓
を
併
記
す
る
例
が
あ
る
。



ー

ニ

　

　

　

　

ヨ

リ

モ

個
　
々
(
難
)
於

!
,
二
黄
)

サ
カ
シ
(
竃
)

ヶ
バ
ン
(
朱
)

山
決
　
　
於
水

0
　
ナ
け
へ
衆
)

ハ
ナ
シ
(
責
)

(
時
賢
本
)

ナ
ハ

の
「
険
レ
」
「
険
ナ
リ
」
　
の
訓
は
共
に
朱
筆
で
、
神
田
木
の
、

0
*
'
カ
シ

グ

　

　

ヲ

リ

モ

亡

り

個
　
男
　
於
山
　
瞼
　
於
水
　
　
　
　
　
　
(
神
田
本
.
大
行
路
)

よ

り

　

ケ

ハ

シ

と
一
致
す
る
。
神
田
木
の
合
点
の
あ
る
「
サ
カ
リ
」
は
、
時
賢
本
の
量
訓
に
当

り
、
神
田
本
で
は
「
パ
ケ
レ
」
(
時
賢
木
の
葉
筆
調
)
を
捨
て
て
い
る
。
(
こ
の

よ
う
に
神
田
本
の
三
調
併
記
は
必
ず
し
も
三
色
の
三
家
訓
を
示
す
も
の
と
は
限

ら
な
い
)

'
ハ
(
失
)
　
サ
ム
と
な
り
(
睾
)

一
紬
　
愚
l
擢
　
　
示
　
　
　
　
子
音
　
　
　
　
　
(
疇
異
本
)

ナ
ン
(
黄
)
　
ト
ス
(
朱
)

ス
　
(
茶
)

の
　
「
ワ
ラ
ヒ
そ
つ
ソ
ス
ン
」
「
ワ
タ
テ
」
は
誓
.
円
空
小
に
は
、

ナ
は
㌶
"
一
"
曇
ソ
(
黄
)

個
　
々
(
見
)
　
応
笑

ナ
ム
　
ハ
レ
「
江
」
(
黄
)

鯛
溜

ワ
タ
レ
ハ
(
失
)

ゾ
　
ウ
'
ル
一
l

渉

(
朱
)
　
ト
三
(
黄
)

㈲

シ
メ
サ
ム
ト
ナ
リ
　
　
　
　
に

致
-
邦
掠
㌢
子
孫

(
神
田
本
・
七
焦
舞
)

に
よ
れ
ば
、
神
田
本
の
三
訓
は
、
時
賢
本
に
敬
す
る
と
菅
原
家
訓
と
見
ら
れ
る

「
示
サ
ム
ト
ナ
リ
」
(
塁
訓
)
と
そ
の
別
訓
の
　
「
示
ス
」
、
お
よ
び
藤
原
家
訓
と

見
ら
れ
る
「
示
(
さ
む
)
ト
ス
」
(
朱
訓
)
を
示
し
た
も
の
で
、
貴
重
訓
(
大
江

家
訓
)
は
示
し
て
い
な
い
。

右
述
の
二
本
の
諸
訓
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
相
一
致
す
る
も
の
で
、
こ
れ
が

全
巻
の
大
部
分
を
占
め
る
が
、

い
訓
も
あ
る
。
神
田
本
の
、

薔
モ
コ
ソ
ス
レ

エ

l

よ

、

シ

　

*

7

ラ

ヒ

「

一

一

二

個

　

見

　

応

　

笑

ナ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

薔

ワ

タ

テ

A
′
ヽ
一
l
　
　
ワ
タ
レ
ハ

㈹

　

徒

　

渉

カ
ナ
'
"
7
　
ワ
タ
ル
ト
+
,
l

*

一
方
神
田
本
に
だ
け
見
え
て
、
時
資
本
に
は
な

の
ご
と
く
見
ら
れ
な
い
。
神
田
本
で
は
色
分
け
不
明
で
、
徴
す
べ
き
時
資
本
に

も
存
し
な
い
か
ら
、
そ
の
訓
の
所
属
が
不
明
で
あ
る
が
、
三
系
統
の
う
ち
の
一

訓
か
別
訓
を
示
す
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

四
　
神
田
本
所
載
の
諸
訓
の
性
格

H
　
神
田
本
の
諸
異
訓
は
、
少
く
と
も
菅
原
家
(
墨
訓
と
稀
に
茶
の
別
訓
)
・

藤
原
家
(
朱
訓
)
・
大
江
家
(
黄
訓
)
の
三
家
の
訓
法
を
、
そ
の
相
達
す
る

点
を
主
と
し
て
併
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

前
項
の
の
∽
畑
に
例
示
し
た
ご
と
く
、
神
田
本
の
三
訓
は
、
時
資
本
の
墨
・

朱
・
真
筆
の
三
訓
と
一
致
す
る
。
時
資
本
の
色
分
け
は
前
々
項
で
判
明
し
た
ご

と
く
墨
(
菅
原
家
訓
)
・
朱
(
藤
原
家
訓
)
・
黄
(
大
江
家
訓
)
　
を
示
す
か

ら
、
神
田
本
の
三
つ
の
併
記
訓
は
博
士
家
の
三
家
の
文
集
訓
法
の
違
い
を
示
す

も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
神
田
本
で
二
訓
し
か
挙
げ
な
い
糾
㈲
㈲
刑
の
例

の
ご
と
き
も
、
ま
た
神
田
本
で
一
訓
の
み
の
㈲
㈲
脚
の
例
も
、
三
家
の
各
々
相

異
な
る
訓
法
の
い
ず
れ
か
の
二
訓
ま
た
は
一
種
を
採
用
し
た
こ
と
を
物
語
る
。

別
に
両
本
と
も
二
種
ま
た
は
一
種
し
か
示
さ
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
二
家

の
訓
が
同
一
か
、
三
家
の
訓
と
も
に
同
一
で
あ
る
た
め
に
他
を
省
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
一
家
に
も
二
種
の
異
訓
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
㈹
伽
の
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例
が
示
す
ご
と
く
で
、
的
鯛
は
時
資
本
で
徴
証
を
得
難
い
が
同
じ
く
一
家
の
異

訓
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
個
の
ご
と
く
神
田
本
に
稀
に
四
訓
を
持
つ

こ
と
に
も
な
る
。
「
応
笑
該
簑
塞
」
(
こ
の
二
訓
は
時
芸
に
よ
れ
ば
墓

ナ

ム

　

レ

で
大
江
家
訓
)
、
「
喝
)
(
璽
弓
(
時
賢
本
に
よ
れ
ば
墨
筆
で
菅
原
家
訓
)
、
「
ワ

ヲ
ヒ
モ
コ
ソ
ス
レ
」
(
時
賢
本
に
な
い
の
で
、
系
統
不
明
)
　
が
こ
れ
で
あ
る
。

㈹
牌
も
神
田
本
が
三
家
訓
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

⇔
　
神
田
本
と
時
資
本
と
の
二
つ
の
点
本
の
訓
が
よ
く
一
致
す
る
こ
と
は
、
博

士
家
に
お
け
る
白
氏
文
集
の
訓
が
各
家
の
訓
と
し
て
固
定
し
て
い
た
こ
と
の

証
と
な
る
。

前
項
に
示
し
た
諸
異
訓
は
自
民
文
集
新
楽
府
の
全
て
に
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、
む
し
ろ
多
く
は
訓
法
が
一
つ
で
異
訓
が
な
い
。
つ
ま
り
、
各
家
と
も
他
の

部
分
は
訓
法
が
同
一
、
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
異
訓
に
つ
い
て
も
、
神
田
本
と
時
資
本
と
で
よ
く
一
致
す
る
の
は
、
白

氏
文
集
に
お
け
る
菅
原
家
の
訓
と
か
藤
原
家
の
訓
と
か
大
江
家
の
訓
と
か
が
固

定
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
試
み
に
、
新
楽
府
章
二
の
訓
点
本
の
現
存
諸
資

料
か
ら
、
時
資
本
で
三
種
訓
併
記
の
そ
れ
に
つ
い
て
表
示
す
る
と
次
の
ご
と
く

で
あ
る
。
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こ
の
表
か
ら
次
の
点
が
判
明
す
る
。
①
神
田
本
と
時
資
本
と
が
異
訓
を
最
も

多
く
収
め
て
い
る
。
他
の
五
本
は
殆
ど
一
訓
に
拠
っ
て
訓
読
し
て
い
る
。
㊥
そ



の
一
訓
は
神
田
本
・
時
資
本
の
併
記
三
朝
の
い
ず
れ
か
に
一
致
す
る
。
(
一
致

し
な
い
の
は
×
印
を
付
し
た
。
.
こ
れ
は
別
訓
で
あ
ろ
う
)
し
か
も
、
神
田
本
の

合
点
を
付
し
た
訓
に
一
致
す
る
も
の
が
多
い
。
㊦
天
理
図
書
館
蔵
永
仁
点
本
以

下
五
本
の
訓
法
の
性
格
は
、
い
ず
れ
も
、
菅
原
・
藤
原
・
大
江
家
訓
の
取
合
せ

で
あ
っ
て
一
系
統
の
訓
を
純
粋
に
伝
え
て
い
な
い
。
但
し
、
三
条
西
実
隆
本
が

比
較
的
菅
原
家
訓
を
多
く
収
め
る
と
か
、
永
仁
点
本
が
大
江
家
訓
を
多
く
収
め

コ
フ
　
　
イ
タ
サ
む
こ
と
な
　
　
　
と

乞
レ
効
-
　
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
神
田
本
・
七
穂
舞
)

に
お
い
て
、
「
功
臣
に
賜
ひ
u
射
叫
…
:
恩
ひ
利
」
の
上
文
は
過
去
の
助
動
詞

が
条
件
句
に
も
結
び
に
も
あ
っ
て
、
時
の
呼
応
が
正
し
い
。
し
か
る
に
対
句
を

コ
ー

な
し
て
い
る
下
文
で
は
「
撫
で
u
利
咄
…
…
乞
ふ
」
と
な
っ
て
、
条
件
句
の
過

去
表
現
に
対
し
て
結
び
は
平
叙
し
て
し
ま
っ
て
、
時
の
呼
応
が
正
し
く
な
い
。

同
箇
所
を
時
資
本
で
は
、
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右(三)と
か
の
傾
向
は
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

神
田
本
の
訓
は
各
家
訓
の
取
合
せ
で
あ
る
。

の
表
で
天
理
図
書
館
蔵
永
仁
本
以
下
の
訓
は
神
田
本
の
合
点
付
の
訓
に
一

致
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
神
田
本
の
合
点
そ
の
も
の
が
既
に

各
家
の
訓
を
交
用
し
て
い
る
。
右
表
で
い
え
ば
、

菅
原
家
訓
に
合
点
…
…
「
カ
ナ
ヘ
リ
」
「
ア
ヤ
ツ
ル
」
「
ア
タ
」
「
(
わ
か
)

レ
シ
と
(
き
)
　
に
」
「
苦
(
し
)
　
フ
」
「
サ
カ
シ
」
　
「
ト
ル
こ
と

を
」
　
「
垂
ル
」

大
江
家
訓
に
合
草
…
‥
「
タ
、
」
　
「
縛
セ
ラ
(
れ
て
)
」
　
「
華
風
ナ
リ
ト
云

コ
ト
ヲ
」
「
ナ
ル
」
「
ク
ワ
メ
」
「
立
　
(
つ
)
　
ル
ト
キ
ニ
」
「
コ
フ

ト
へ
」
「
ツ
ケ
て
」

藤
原
家
訓
に
食
草
…
:
「
イ
{
ク
」
　
「
挿
マ
レ
て
」
「
(
さ
)
　
ラ
ム
(
と
)
」

「
(
こ
れ
が
こ
と
く
)
ナ
ラ
」

と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
神
田
本
が
一
訓
だ
け
で
本
文
を
訓
読
し
て
い
る
際
に
も

指
摘
で
き
る
。

キ

て

　

　

ヒ

ケ

き

　

　

て

　

　

に

　

　

シ

か

は

　

　

　

に

　

　

　

　

セ

キ

　

　

「

エ

ヱ

　

　

(

ひ

)

手

勢
-
賓
　
焼
-
英
　
賜
二
　
功
臣
】
・
李
l
動
鳴
l
咽
　
y
て
恩
レ

む

こ

と

と

　

　

　

て

　

む

ス

フ

て

キ

ス

を

　

シ

か

は

　

　

と

　

　

パ

フ

ル

ビ

へ

ウ

ニ

て

戯
　
′
身
。
ノ
含
レ
血
一
吸
-
症
　
空
　
戦
l
士
l
思
犀
l
苧
　
呼

て
　
ヒ
ケ
(
朱
)
立
　
　
て
　
　
に
　
　
山
河
利
は

勇
レ
責
　
　
焼
レ
薬
　
賜
ニ

サ
む
。
と
を
身
。
ム
篭
)
血
と
晩
つ

ミ

(

朱

)

　

　

　

　

　

　

ス

ヒ

(

黄

)

ヨ
ハ
7
て
　
　
ヒ
キ
　
イ
タ
サ
ム
こ
と
を
　
　
セ

呼
　
　
乞
　
レ
効
　
レ
　
▼
死

フ
(
糞
)
　
　
　
　
　
シ
(
黄
)

に
シ
ナ
ヒ
キ

功
l
臣
一
・
李
-
動
鳴
咽
思
役

へ
ー

キ
ス
(
朱
)
を
叫
刺
は

l
セ
ノ
セ

瘡
撫
二
戦
士
一
・
思
-
摩
奪
∫

と
濁
る
。
即
ち
、
下
文
「
撫
て
し
か
は
」
の
結
び
は
、
同
じ
塁
訓
で
は
「
乞
ヒ

ぎ
と
時
の
呼
応
が
正
し
く
、
上
文
の
呼
応
と
合
っ
て
い
る
4
所
が
「
乞
」
に

は
「
こ
フ
」
と
い
う
真
筆
(
大
江
家
)
訓
が
別
に
存
す
る
。
神
田
本
で
は
、
こ

の
箇
所
を
別
訓
「
コ
フ
」
を
交
用
し
て
、
墨
訓
「
コ
ヒ
キ
」
を
捨
て
た
た
め

に
、
右
の
ご
と
き
呼
応
の
正
し
く
な
い
訓
読
文
を
残
し
た
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

が
分
る
の
で
あ
る
。

神
田
本
の
、

堅
聖
何
ノ
の
処
か
見
ェ
ム

も
時
男
本
に
徴
す
る
に
、

ソ

ラ

(

先

)

に

l

一

シ

て

ツ

0

　

に

か

暗

　

　

退

　

何

　

処

ス
ル
。
-
(
朱
)

ル

見ミ
ヘ
ム
(
朱
)

色
分
け
に
よ
り
、
「
通
(
し
)

(
神
田
本
・
璋
呈
州
)

(
時
賢
本
)

て
」
は
墨
訓
(
菅
原
家
訓
)
、
「
見
エ
ム
」
は
朱



那
(
藤
原
家
訓
1
1
-
)
を
交
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

神
田
本
の
訓
は
、
従
っ
て
の
博
士
家
王
家
の
訓
読
を
忠
実
に
移
し
た
ら
し
い

こ
と
、
間
但
し
そ
れ
ら
の
取
捨
選
択
に
は
三
家
の
訓
を
交
用
し
て
い
る
こ
と
、

脚
そ
の
た
め
に
文
法
的
に
は
整
わ
な
い
訓
読
文
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
の

で
あ
る
〇

五
　
菅
原
・
藤
原
・
大
江
各
家
の
訓
の
特
徴

さ
て
以
上
の
こ
と
か
ら
関
連
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
問
題
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
菅
原
家
と
藤
原
家
と
大
江
家
と
の
各
家
の
訓
法
の
特
徴
が
、
時
賢
本
の
色

分
け
に
よ
っ
て
窺
え
る
こ
と
で
あ
る
。

H
　
菅
原
家
訓
と
藤
原
家
訓
と
の
相
違

菅
原
家
訓
(
時
賢
本
墨
筆
)
と
藤
原
家
訓
(
時
賢
本
朱
筆
)
と
を
比
べ
る
と

(
注
2
)

次
の
ご
と
き
訓
法
の
差
を
知
る
。

∽
　
菅
原
家
訓
が
音
託
す
る
語
を
藤
原
家
訓
は
和
訓
に
読
む
。

〇
三
1
T

O
苧
翫

○
諸
L
虜

〇
一
l
駅0

0
同
-
伴

サツヰ(墨)

(
例
外
)
点
将

ノ
え
エ
ロ
(
先
)

三

　

丁

容
・
肺

ヵ
ホ
ツ
ル
リ
(
朱
)

諸
　
虜

ヵ
タ
へ
ノ
(
朱
)

一
義
(
朱
「

同
　
伴ト

ナ
ノ
(
朱
)

点
　
将

テ
ム
シ
テ
(
朱
)

画
　
菅
原
家
訓
が
形
容
動
詞
・
断
定
の
助
動
詞
の
「
タ
リ
」
を
用
い
る
語

を
、
藤
原
家
訓
は

「
ク
リ
」
を
用
い
ず
他
の
い
い
方
を
す
る
。

漕
0

。

セ

ラ

レ

○
不
レ
禁

原

　

調

(
右
傍
茶
輩
「
禁
セ
」
)

t
r
オ
モ
へ
"
ッ

○

不

ニ

七

馨
l
香
一

ク
ビ

〇
一

〇
怨
-
女

○
死
l
囚

○
巨
-
累

不
レ

不
二

l

藤
　
原
　
訓

禁十
マ
(
朱
)

彦
1
番
一

ヵ
ゥ
ハ
シ
L
r
セ
(
朱
)

巨　去死　怨
ナノ　ハ　　　タ

ル　　レ　　　　　ル

累点囚至　野

菜登　女羞

キ
ン
　
　
　
タ
ラ
シ
メ
ム

○
折
　
々0

ク

ワ

ウ

+

ウ

ク

リ

○
漠
l
濱0た

り

○
遠
田

と
し
て

○
遊
魚
精
々

た
る

○
耽
々
　
残
l
燈

タ
ル
　
ヨ
ル
　
ノ
　
　
の

○
清
々
　
暗
●
而

タ
t
t
H
′

○
為
二
参
l
學

○
冥
=
鷺
。
と
婦
人
身
-

の

折
々

漠
讃

セ
シ
メ
ム
(
朱
)

ナ
り
(
朱
)

蓮
田

シ
ナ
へ
り
(
朱
)

遊
魚
撥
々

ヒ
レ
ウ
。
が
シ
テ
(
衆
)

誹
ノ
カ
曇
朱
で
燈

蒼

　

々

　

晴

　

　

雨

シ
ツ
カ
ナ
ル
(
朱
)
　
キ
(
朱
)

.
と

為
二
　
参
商
一

ナ
ル
(
朱
)

英
一
一
作
二
　
筋
l
人
身
一

ナ
ル
(
朱
)
　
　
　
ト
(
朱
)
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ぐう

菅
原
家
訓
が
訓
点
語
的
表
現
を
す
る
語
を
、
藤
原
家
訓
は
比
較
的
和
文

か

　

　

は

　

　

(

す

)

　

に

○
余
　
菅
　
非
-
多

的
に
訓
ず
る
。

ク
だ
す

○
下
レ
涙

ル

▼
9
芸
レ
羞
)

下
　
　
-
涙

ォ
ト
(
す
)
(
朱
)

涙

　

垂ォ
ッ
(
朱
)

(
r
涙
を
下
す
」
「
瞑
垂
ル
」
は
字
に
即
し
た
訓
で
あ
る
。
集
訓
の

オ

ト

　

　

オ

「
下
す
」
「
垂
ヅ
」
　
は
文
字
を

離
れ
た
和
文
的
表
現
で
あ
る
。
)

e

O
苧
衰
　
天

苦

　

　

寒

　

1

天

ィ
ト
(
衆
)
　
ヰ
(
朱
)

(
菅
原
家
訓
は
音
読
。
朱
訓
の
「
イ
ト
」
は
一
般
に
和
文
脈
語
と
さ
れ
る
語
で
あ
る
)

ツ
ル
L
r
卓
は

○
民
待
二
　
　
和
平
】

民
得
一
一
　
和
平
】

チ
ハ
(
朱
)

(
菅
原
家
訓
の
「
ト
キ
ハ
」
は
訓
点
語
に
頻
用
す
る
語
で
、
後
に
は
「
別
」
の
訓
に
ま
で
な
っ

た
。
拙
稿
「
博
士
続
の
源
流
-
ト
キ
ソ
バ
を
一
例
と
し
て
」
言
語
と
文
芸
1
4
)

に
ウ
ル
こ
と
タ
モ
　
マ
き
こ
十
タ
テ
マ
ツ
ル
こ
と
を

○
君
王
　
得
　
レ
　
見
　
レ

「
タ
こ
　
　
　
と

面

君
王
　
得
　
見

ゥ
ル
。
-
了
、
ユ
ル
n
I
,
(
黄
)

を
面マ

ノ
7
タ
リ
(
失
)

∵
(
菅
原
家
訓
の
「
タ
モ
」
も
訓
点
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
助
詞
で
あ
る
。
)

シ
　
　
　
　
'
ロ
コ
ヒ

○
君
不
レ
歓

は
　
三
:
7
(
失
)

所
レ
　
歓

(
上
二
段
動
詞
「
よ
ろ
こ
ぶ
る
」
は
訓
点
語
と
し
て
は
平
安
時
代
も
用
い
ら
れ
た
。
和
文
脈
語
で

は
四
段
活
用
が
一
般
で
あ
る
。
)

に
　
　
　
レ
ハ

○
倫
　
渡
　
黄
河

ヌ
ス
ミ
ニ
(
茶
)

ソ
、
ト
シ
(
失
)

倫
　
　
　
渡
黄
河

(
掘
態
語
は
訓
点
に
は
用
い
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
)

余
　
菅
　
非
　
多

ス
。
シ
ハ
カ
リ
(
衆
)

(
「
非
多
を
」
「
ス
コ
y
ハ
カ
リ
」
と
訓
む
の
は
意
訳
し
た
も
の
で
、

し
た
直
訳
訓
で
あ
る
。
以
下
の
朱
訓
も
和
文
的
で
あ
る
。
)

r
多
き
に
非
す
」
は
字
に
即

ヌ

　

　

セ

　

　

の

○
知
∴
r
如
レ
　
此

シ
与
り
一
l
　
ハ
ム
こ
と
　
・

〇
著
　
食

カ
ナ
ヨ
リ
　
ワ
タ
ル
ー
一

〇
徒
.
　
渉

知
　
レ
如
-
此

シ
ロ
シ
メ
シ
ケ
ツ
(
朱
)

帯
　
　
　
食

丁
ツ
T
u
(
朱
)
　
ク
(
朱
)

ワ
タ
レ
ハ
(
先
)

徒
　
渉

夕
主
(
朱
)

(
「
カ
テ
ゴ
リ
」
の
訓
は
訓
点
に
見
ら
れ
る
。
)

⇔
　
菅
原
家
訓
が
助
詞
・
助
動
詞
の
な
い
箇
処
を
、
藤
原
家
訓
で
は
助
詞
・

助
動
詞
を
禰
読
す
る
。

.
′

○
官
・
不
レ
求
レ
賢

シ
て
　
'
ホ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り

○
不
覚
心
・
平
l
和

す

○
宿
　
秋
夜

ル
h

O
生
　
処
・
南
方の

(
例
外
)
　
時
　
政
通
…
ト

カ
シ
カ
は
　
　
　
　
か
.

駆
　
レ
　
坦

サ
ー
ナ
む
と

去

官
　
　
不
-
求
-
賢

ハ
(
朱
)

モ
(
失
)

不
覚
　
心
・
平
和

サ
(
集
)
　
　
ノ
(
朱
)
　
　
ナ
ル
'
(
失
)

宿
　
　
　
秋
夜

ネ
タ
り
(
失
)

ハ
(
集
)

生
　
　
　
処
　
　
南
方

レ
ク
ル
(
失
)

時
政
通

ス
"
(
朱
)

駆

　

　

　

坦

レ
ハ
(
失
)

去
'
'
▲
-
(
衆
)
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幽
　
菅
原
家
訓
が
頂
音
便
や
略
音
形
の
語
を
、
藤
原
家
訓
で
は
原
形
を
用
い

る
。

画
　
菅
原
家
訓
が
助
詞
・
助
動
詞
の
な
い
箇
処
を
、
大
江
家
訓
で
は
助
詞
・

助
動
詞
を
補
託
す
る
。

シ
ム
て
　
　
　
　
に
　
　
　
ス
ル
こ
と
と

〇
人
-
骨
　
愛

ナ
　
　
ス
タ
レ
て
　
　
　
　
　
　
に

○
死
　
弄
　
∵
馬
鬼

モ
'
バ
'
　
セ
キ
　
　
チ
ヤ
ウ
t

O
持
　
赤
藤
杖

払
(
朱
)
て
骨
変
セ
シ
(
朱
)

死
拝
「
レ
(
朱
)
馬
鬼

欝
チ
遠
赤
藤
杖

右
の
諸
例
か
ら
考
え
る
に
、
藤
原
家
の
訓
法
は
、
漢
文
訓
読
と
い
う
制
約
を
受

け
な
が
ら
も
、
菅
原
家
の
訓
法
に
比
べ
て
は
比
較
的
に
和
文
的
で
あ
る
と
い
え

る
。⇔

　
菅
原
家
訓
と
大
江
家
訓
と
の
相
違

菅
原
家
の
訓
と
大
江
家
訓
(
時
賢
本
黄
筆
)
と
の
訓
法
の
相
違
は
次
の
ご
と

く
で
あ
る
。

∽
　
菅
原
家
訓
が
音
読
す
る
語
を
大
江
家
訓
は
和
訓
に
読
む
。

え
メ
リ

○
坐
部
・
笠
歌
清ソ

ハ

タ

ツ

　

　

を

〇
一
声
・
衆
・
側
　
レ
耳

に
　
l
す

○
徒
　
労の

　
　
　
ナ
ル
こ
と
と
　
　
　
　
　
　
に

○
建
中
　
共
　
　
　
貞
l
元

H
　
大
江
家
訓
に
「
イ
ト
」
を
用
い
る
。

○
最
深
処

坐
部
　
　
笠
歌
清

ハ
(
黄
)
　
ヰ
ヲ
シ
(
黄
)

一
l
声
モ
(
黄
)
衆
ハ
(
黄
)
期
ム
グ
～
毎

徒
労ナ

ツ
ミ
タ
り
(
責
)

建
中
具
　
　
　
　
し
貞
元

ナ
ラ
ム
(
責
)
(
。
と
ヱ

イ
ト
(
黄
)

最
　
　
深
処

⇔
　
大
江
家
訓
に
「
た
り
」
を
用
い
る
。

菅
　
原
　
訓

ワ
イ

○
矯
-
奴

0
0
長
l
竿

〇
三
l
Tシ

ャ
ウ

○
馴
-
象

-
.
シ
ツ

○
可
済0

0
悲
l
風

大
江
家
訓

嬢
　
奴

と
牛
　
と
ト
(
黄
)

キ
(
黄
)
.

長

　

　

竿

三

　

丁

ミ
タ
ノ
(
黄
)

馴
・
象

ナ
レ
タ
ル
(
責
)
皐
ザ
ノ
(
黄
)

可
済

シ
ツ
メ
ツ
ヘ
シ
(
黄
)

悲
l
　
　
風

シ
ヰ
(
黄
)
フ
ウ
(
糞
)

○
心
蓼
々

㈲
　
大
江
家
に
も
撥
音
便
が
あ
る
。

-

シ

ナ

　

す

　

　

　

と

○
冊
　
作
レ
妃

ユ
ハ
ヘ
て
　
ナ
シ
ツ
　
　
　
の
　
　
　
と

○
縛
　
作
　
書
　
生

ス

レ
ウ
く
た
り
(
黄
)

心
蓼
々

冊

　

　

　

作

　

　

妃

チ
ラ
ム
テ
(
貴
)
　
　
ス
(
黄
)

縛
　
　
　
作
　
　
　
蕃
生

シ
ハ
ラ
レ
テ
(
黄
)
　
ナ
リ
ン
タ
ツ
(
費
)

右
の
州
的
M
よ
り
大
江
家
の
訓
法
は
菅
原
家
の
訓
法
よ
り
も
和
文
的
か
と
見
ら

れ
る
。
大
江
家
と
藤
原
家
と
の
訓
法
の
相
違
は
右
の
語
例
か
ら
推
す
に
、
藤
原

家
訓
に
用
い
な
い
形
容
動
詞
の
「
ク
リ
」
を
大
江
家
で
用
い
て
い
る
点
で
、
大

江
家
訓
の
方
が
藤
原
家
訓
に
比
べ
れ
ば
、
訓
点
語
的
か
と
思
わ
れ
、
む
し
ろ
菅

原
家
訓
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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右
の
外
に
大
江
家
の
訓
法
の
特
徴
か
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
第
一
は
接

続
法
を
順
接
・
逆
接
に
拘
わ
ら
ず
「
-
し
て
」
と
中
性
的
接
続
に
訓
ず
る
こ
と

で
あ
る
。

に
　
　
　
レ
I
モ
　
　
　
　
　
て
　
マ

○
心
　
知
　
　
不
敢
　
言

カ
キ
ナ
カ
ラ
　
　
　
　
　
を
　
L
r
オ
モ
ヘ
リ
　
　
　
　
七

〇
君
開
　
蘭
,
妨
不
　
磐
1
香

レ

l

一

`

　

　

　

モ

　

　

　

　

　

ク

レ

○
独
坐
　
天
　
難
レ
暮

ケ
レ
は
　
　
　
　
　
モ

○
無
　
　
睡
天
　
不
明

心
知
　
　
不
敢
言

シ
リ
テ
(
黄
)

君
閲
　
不
響
香
ナ
ラ
(
黄
)

ヵ
ィ
テ
(
黄
)

独
坐
　
天
難
暮

ヰ
(
糞
)

無
　
　
　
睦
天
不
明

グ
シ
(
黄
)
て

わ
れ

○
宋
首
を
来
り
乗
る
、
薄
に
言
有
す
　
　
(
江
家
に
は
を
さ
む
と
あ
る
ぞ
)

を
さ
む
(
江
)

画
　
清
原
家
訓
が
助
詞
・
助
動
詞
の
な
い
所
を
、
大
江
家
訓
は
助
詞
・
助
動

詞
を
補
鼓
す
る
。

あ
ら

○
薄
に
我
が
衣
を
幹
ふ

ぁ
ら
は
む
(
江
)

か
へ
り

○
他
人
を
父
と
謂
ふ
亦
我
を
顧
み
る
こ
と
英
し
　
(
江
に
は
い
へ
ど
も
と
琵
ぞ
)

く
る
ま
　
い
へ
と
も
(
江
)

○
女
看
て
車
を
同
す

せ
り
(
江
)

的
　
清
原
家
訓
が
隔
接
逆
接
を
区
別
す
る
処
を
、
大
江
家
訓
は
「
-
し
て
」
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第
二
は
、
菅
原
家
訓
で
「
1
す
」
と
す
る
箇
処
を
、
大
江
家
訓
で
は
「
-
な

り
」
と
訓
ず
る
。

と
中
性
的
に
訓
ず
る
。

こ
と

○
政
教
失
せ
れ
ば
国
・
政
を
異
に
し

し
て
(
江
)

メ

ン

　

　

　

　

ル

イ

　

　

　

ほ

と

り

○
解
解
た
る
葛
詰
、
河
の
前
に
在
り
、

き
し
に
(
江
)

と
レ
ー

終
に
兄
弟
を
遠
ぎ
く
れ
ば

に
(
江
)
ざ
か
て
(
江
)

ト
オ
モ
ヘ
ヮ
　
　
　
　
　
　
七

〇
不
　
　
暫
l
香

ユ

す

　

　

　

の

　

を

○
畢
t
網
-
菅
　
資
】

ナ
ラ
(
黄
)

不
整
0
-
香

登
　
　
網
習
資

ナ
リ
(
黄
)
　
　
　
一
ス
寅
)

○
風
雨
は
君
子
を
恩
へ
p
。
乱
世
な
れ
ば
君
子
が
其
の
度
を
改
め
ざ
ら
ん

に
し
て
(
江
)

こ
と
を
思
ふ
。

⇔
　
清
原
家
訓
で
「
-
す
」
と
訓
ず
る
処
を
、
大
江
家
訓
で
は
「
-
な
り
」

右
の
大
江
家
の
訓
法
.
の
革
徴
は
、
清
原
宣
質
の
毛
詩
抄
(
岩
波
文
庫
本
)
に
も

窺
わ
れ
る
。
こ
れ
は
清
原
家
の
訓
北
大
江
家
の
異
説
を
併
記
し
た
も
の
で
あ
完

が
、
次
の
ご
と
き
相
違
が
あ
る
。

帥
　
清
原
訓
、
音
読
　
-
　
大
江
訓
、
和
訓
読
み

○
風
は
風
な
り
、
教
な
り
、
風
し
て
以
て
卸
す
、
教
へ
て
以
て
化
す

と
訓
ず
る
。

ひ

ね

む

す

　

か

ぜ

　

　

　

ま

た

○
終
　
に
風
ふ
い
て
且
暴
す

(
△
暴
な
り
と
よ
む
は
江
家
の
点
ぞ
)

な
り
(
江
)

モ
ヘ
て
(
江
)

と

ヽ

ま

　

　

　

　

　

　

タ

タ

○
礼
義
に
止
る
は
先
王
の
沢
な
り

ぅ
っ
く
し
ぴ
な
り
(
江
)

カ
ク
せ
む
(
ィ
)

○
窃
発
の
淑
女
を
、
鐘
教
を
も
て
楽
.
.

・
カ
タ
す
(
ヶ
)

t
L
へ
(
江
)
　
　
か
ム
(
江
)

(
た
の
し
ぼ
む
(
江
)
)

ま
と
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
上

○
洵
に
美
に
し
て
且
好
し

ヵ
ゥ
な
り
(
江
)

シ
十
ウ

〇
両
股
上
栞
すな

り
(
江
)

の
ご
と
く
で
彼
我
合
せ
て
大
江
家
の
訓
法
の
特
徴
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
問
題
は
文
集
の
訓
だ
け
で
な
く
更
に
広
く
博
士
家
の
詰
資
料
に
つ
い
て
調
査

し
た
上
で
補
強
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
。



六
　
渡
氏
扮
語
引
用
の
訓
読
語
は
菅
原
家
訓
か

源
氏
物
語
が
引
用
し
た
文
集
の
訓
読
語
で
巻
三
か
ら
の
も
の
は
、
本
稿
の
初

に
引
い
た
二
例
で
あ
る
。
「
胡
の
地
の
せ
い
じ
を
は
む
な
し
く
す
て
!
＼
つ
」

は
、
時
資
本
で
は
、

(
の
)
　
の
　
　
　
　
告
は
　
　
　
　
　
ス
ナ
　
ス
チ
ッ

胡
　
地
　
嬰
児
　
　
虚
・
弄
l
絹

ハ
(
黄
)

と
あ
っ
て
、
墨
訓
と
点
に
よ
る
菅
原
家
訓
に
合
う
。
少
く
と
も
黄
筆
の
大
江
家

訓
に
依
っ
た
の
で
な
い
こ
と
が
判
る
。
「
窓
を
う
つ
こ
ゑ
」
は
、
時
資
本
で

は
、

タ
ル
(
塁
)
　
　
ヨ
ル
′
　
　
の

否
々
　
　
　
暗
　
面
　
打
レ
悪
声

シ
ツ
カ
ナ
ル
(
巣
)
　
キ
(
巣
)

コ
エ

と
あ
っ
て
「
芦
」
の
訓
が
不
明
で
あ
る
が
、
神
田
本
の
「
声
」
の
二
訓
の
う
ち

.
7
L
r

の
「
こ
ゑ
」
に
合
う
。
「
こ
ゑ
」
は
字
に
即
し
た
訓
で
あ
る
。
意
訳
の
「
お
と
」

の
方
は
時
資
本
朱
筆
の
「
レ
ッ
カ
ナ
ル
」
と
同
系
統
の
訓
で
藤
原
家
訓
で
あ
ろ

う
。
「
下
レ
涙
」
「
涙
垂
」
を
菅
原
家
訓
で
「
ク
タ
ス
」
「
タ
ル
」
、
大
江
家
訓
で

「
タ
レ
ク
」
と
訓
じ
た
の
に
対
し
て
、
藤
原
家
訓
で
「
オ
ト
ス
」
「
オ
ツ
」
と
訓

じ
た
こ
と
(
五
四
ペ
)
に
見
合
せ
ら
れ
る
。

源
氏
物
語
に
所
引
の
漠
文
訓
読
語
に
つ
い
て
は
築
島
裕
氏
の
詳
述
が
あ
る

(
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
就
竜
て
の
研
究
)
。
源
氏
物
語
事
典
に
依
れ

ば
、
文
集
の
訓
読
語
を
吟
詞
し
た
例
は
十
五
例
あ
る
。
右
二
例
以
外
に
つ
い
て

そ
の
訓
法
の
特
徴
を
見
る
と
、

㈹
　
撥
音
便
に
訓
ず
る
。

「
夕
殿
に
螢
飛
ん
で
」
と
例
の
ふ
る
こ
と
も
か
1
る
筋
に
の
み
口
な
れ
給

へ
り
(
幻
)

画
　
格
を
示
す
助
詞
を
用
い
な
い
。

△

O
「
酔
ひ
の
か
な
し
び
涙
そ
ゝ
く
春
の
盃
の
う
ち
」
と
諸
声
に
諭
し
給
ふ

(
須
暦
)

△

　

　

　

　

△

O
「
校
門
に
晩
l
到
り
て
月
排
掴
す
」
と
.
　
　
　
　
　
　
　
(
手
習
)

△

O
「
人
木
石
に
あ
ら
ざ
れ
ば
み
な
惰
あ
り
」
と
う
ち
講
じ
て
臥
し
給
へ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
晴
蛤
)

的
　
即
字
訓
に
読
む
。

「
刺
吋
d
-
呵
て
l
腸
た
町
る
は
秋
の
天
」
と
い
ふ
事
を
い
と
忍
び
や
か
に
講

じ
っ
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
晴
姶
)

コ
ノ
ナ
カ
ー
一

築
島
民
に
よ
れ
ば
東
大
国
語
研
究
宝
蔵
白
氏
文
集
巻
十
四
に
は
「
就
中
腸
ノ
断

(
ゆ
る
)
　
コ
ト
ハ
」
と
あ
っ
て
、
「
コ
ノ
ブ
カ
一
〓
と
い
う
別
訓
を
伝
え
る
と

い
う
。
こ
の
別
訓
に
比
べ
る
と
「
中
に
就
い
て
」
の
方
が
字
に
即
し
た
訓
で
あ

る
。
前
項
に
指
摘
し
た
三
家
の
訓
法
の
特
徴
と
い
う
点
か
ら
右
の
仰
何
の
を
考

え
る
と
、
菅
原
家
の
訓
法
に
最
も
近
い
と
推
定
さ
れ
る
。
先
述
の
巻
三
所
引
の

二
例
と
合
せ
て
考
え
る
と
、
源
氏
物
語
引
用
の
文
集
の
訓
は
菅
原
家
の
訓
法
を

示
す
も
の
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

菅
原
家
点
法
は
博
士
家
点
中
で
最
も
早
い
も
の
の
一
で
あ
り
、
寛
弘
八
年

(
一
〇
一
一
)
に
は
一
定
し
た
菅
家
訓
法
を
持
っ
て
い
た
ろ
う
こ
と
が
知
恩

院
蔵
貴
石
公
三
略
点
か
ら
知
ら
れ
る
。
ま
た
道
真
に
関
す
る
伝
説
や
菅
原
家
学

の
当
時
の
実
状
か
ら
考
え
て
、
源
氏
物
語
が
菅
原
家
訓
に
依
っ
て
い
る
こ
と
は

考
え
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
日
野
流
藤
原
正
家
の
文
集
加
点
は
時

資
本
識
語
に
よ
れ
ば
長
久
二
年
(
一
〇
四
一
)
で
あ
る
。
世
襲
氏
族
と
し
て
も

-57-



菅
原
氏
に
遅
れ
た
大
江
氏
が
、
そ
の
点
法
を
成
立
さ
せ
た
の
は
菅
原
家
訓
よ
り

後
で
あ
ろ
う
。
現
存
最
古
の
江
家
点
本
た
訂
史
記
延
久
五
年
(
一
〇
六
三
)
点

な
ど
が
そ
の
経
過
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
源
氏
物
語
引
用
の
文
集
訓

が
菅
原
家
訓
に
依
っ
た
可
能
性
は
一
層
強
い
の
で
あ
る
。
更
に
、
か
の
史
記
を

紫
式
部
の
兄
惟
規
に
教
え
つ
つ
嗅
い
た
と
い
う
、
紫
式
部
の
父
の
為
時
が
、
文

章
博
士
菅
原
文
時
の
高
弟
で
あ
っ
た
こ
と
も
右
の
推
定
を
裏
付
け
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

、
.
こ
∵
・

(
注
1
)
　
巻
三
・
華
原
磐
に
「
鍾
-
錦
」
と
あ
る
「
江
」
　
が
一
見
　
「
大
江

カ
ウ

家
」
の
訓
の
注
記
の
ど
と
く
見
え
る
が
、
こ
れ
は
「
鐙
」
の
類
書
表
記
で

あ
る
。
そ
れ
は
H
同
箇
所
を
猿
投
神
社
蔵
自
氏
文
集
貞
治
二
年
澄
変
事
写

カ

ウ

　

シ

十

ウ

本
に
、
「
理
　
餌
(
「
カ
ウ
」
は
後
薄
墨
)
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
神
田
本

音
江

も
「
江
」
「
昌
」
と
も
に
類
書
表
記
で
「
江
」
の
上
の
「
ミ
(
音
)
」
を

脱
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
「
カ
イ
」
「
サ
イ
」
は
別
訓
法
で
あ
ろ

う
。
⇔
猿
投
本
に
は
他
に
も
「
江
」
の
注
記
が
あ
る
の
に
、
神
田
本
で
は

レ
着
㌫
鴻
…
左

④
何
　
処
　
去

マ
ツ
リ
左
　
イ
ノ
ル
左

◎
伺
0
-
0
稽

*
ス

(
海
漫
々
)

右
一
例
の
み
で
あ
る
。
以
上
の
二
点
に
よ
る
。

次
に
神
田
本
に
は
、
訓
の
下
に
「
左
」
「
右
」
　
の
注
記
が
あ
る
。

*
ナ
ラ
フ
レ
ハ

モ

ノ

ナ

ラ

左

　

　

の

　

コ

、

に

　

　

*

レ

ハ

　

　

　

ミ

チ

①
岩
・
比
　
　
　
人
　
心
・
是
・
夷
l
途
な
り

レ

ハ

右

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

*

タ

ビ

ラ

カ

ナ

ル

右

カ
7
ル

ヘ

　

　

　

　

　

　

セ

　

　

　

を

　

ス

ひ

)

に

　

の

0

7

ラ

▲

左

◎
捕
　
々
　
　
蛙
・
々
　
貴
何
　
　
利

フ
ル
一
一

◎
其
の
堅
ヒ
「
l
,
ノ
靡
撃
虜
l
虜
に

ナ
ヵ
ノ
　
　
ヰ
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
タ
(
ノ

(
大
行
路
)

こ
れ
ら
は
、
時
賢
本
(
侍
誼
に
使
用
し
た
由
緒
あ
る
本
)
に
は
次
の
と
と

く
あ
る
。

フ
レ
は
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
に
　
　
　
は
　
タ
ビ
ラ
カ
ナ
ル
　
　
な
り

①
若
・
比
　
　
人
　
心
　
是
　
夷
l
　
途

フ

ル

モ

ノ

ナ

ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

タ

ヒ

カ

ナ

ル

(

巣

)

を
　
　
フ
ル
　
　
と
　
ツ
ヒ
(
朱
)
に
　
　
の
　
　
カ
ア
ル

◎
捕
レ
蛙
　
点
　
々
　
尭
　
　
何
　
利

λ

糞

)

　

　

　

　

　

ラ

ム

(

朱

)

㊥
其
の
中
ノ
一
は
虜
　
語
,
ク
　
草
原
に

ニ
(
未
)
と
ト
リ
ノ
(
兼
)
　
ヵ
タ
ル
(
未
)
　
ヵ
タ
へ
′
(
朱
)

ツ
の
　
　
へ
か
　
　
ヤ
ル

④
何
　
処
　
去

ニ
カ
(
責
)

す

⑤
詞
●
繕

見
比
べ
る
と
、
神
田
本
の
「
右
」
「
左
」
は
そ
の
訓
が
侍
読
用
の
時
暦
本
の

訓
の
位
置
と
よ
く
合
う
。
思
う
に
神
田
本
は
例
え
ば
時
賢
本
の
ど
と
き
訓

点
本
に
基
づ
い
て
書
写
移
点
し
、
そ
の
際
、
親
本
の
訓
の
位
置
を
注
記
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
神
田
本
に
は
、
次
の
と
と
き
「
先
」
の
注
記
が
あ
る
。
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(
捕
畦
)

(
劇
成
人
)

養
=
㌢
先

◎
皆
遂

一
時
等
皆
.
㌢
)
一

一
弟
投
本
、
鮮
　
封
ケ
ヌ
)

(
伝
実
偉
容
写
本
、
管
財
リ
一



ン
ル
ス

⑦
小
-
鮮
輿
先
一
時
等
小
l
乱
撃

一
琵
本
、
小
●
も
堅

一
伝
票
隆
葺
本
、
小
】
塾

シ
メ
,
先

着
シ
メ
タ
サ
　
キ
t
 
t
　
カ
ケ
　
　
　
　
と

◎
遣
二
　
蔚
皮
-
裏
　
繋
毛
帯
一

ク

ム

　

キ

　

　

　

　

て一
時
賢
太
、
乱
買
輿
を
凱
二
曽
毛
l
巴

一
望
、
乱
‥
賢
贅
凱
牢
翫
上
一

一
伝
実
隆
書
写
本
、
狩
熟
㌃
l
塾
艶
毛
l
豊

こ
の
「
先
」
に
つ
い
て
は
朱
勘
で
あ
る
。
或
い
は
、
後
世
の
諸
本
の
訓
に

は
採
ら
れ
る
事
が
少
い
の
で
先
師
・
党
別
な
ど
の
意
か
も
し
れ
な
い
。

(
注
2
)
　
そ
の
他
、
濁
音
符
に
も
顕
著
な
相
違
が
あ
る
。
即
ち
漢
字
の
濁
音

を
示
す
の
に
、
朱
(
藤
原
訓
)
・
黄
(
大
江
訓
)
で
は
「
こ
「
ご
を
用

い
る
の
に
対
し
て
、
塁
(
菅
原
訓
)
で
は
「
ご
を
用
い
て
、
例
外
な
く

区
別
し
て
い
る
。

(
漆
　
原
　
訓
)

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

朱

思
t
犀
(
「
空
の
左
下
に
　
「
ご
)

0

閃
-
元
(
「
元
1
の
左
下
に
朱
「
ご
)

0

失

牙
l
噴
(
「
牙
」
の
左
下
に
　
〓
」
)

0
芸0~_。貞

l

_。観

朱

(
「
貝
」
「
観
」
の
左
下
に
　
「
』
」
)

兼

(
右
下
に
　
「
ハ
こ
)

繋
㌔
壌

(
大
江
訓
)

(
「
填
」
の
左
上
に
昔
「
l

。
」
)

(
菅
　
原
　
訓
)

00霞
l
裳
(
「
至
の
右
上
に
墨
「
ご
)

大
　
廟
(
「
周
」
の
左
上
に
墨
「
ご
)

00

上
　
元
(
「
元
」
の
左
下
に
墨
「
ご
)

00

笠
　
歌
(
「
歌
」
の
左
上
に
墨
「
ご
)

00

°0

ス

ル

任
　
(
右
上
墨
「
ご
・
左
訓
未
「
フ
ル
」

廟
1
謀
(
両
字
左
下
に
墨
「
ご
)

0　　　　0

0

　

　

°

天
l
顔
(
「
領
」
左
下
に
墨
「
ご
)

°°

〔
付
記
〕
　
本
稿
を
成
す
に
当
っ
て

小
嶋
茂
美
博
士
に
諸
種
の
資
料
調
査
の

促
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
親
王
院
本
に
つ
い
て
は
中
田
博
士
・
北
恭
昭
氏
の

好
意
に
よ
っ
て
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
築
島
氏
・
石
田
秩
二
氏

か
ら
は
有
益
な
教
示
を
得
た
。
記
し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
。
本
稿
は

昭
和
三
十
六
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
で
あ
る
。

-
-
1
東
洋
大
学
助
教
授
1
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